
Ⅴ 講演・研修会等の概要 
 

１ 講演 

（平成 21年度） 

開催日・場所 内  容 対象者 人員 

4 月 23 日 

大川公民館 

地球にやさしい暮らし 

 ～ゴミと地球温暖化～  
大川消費者友の会 19 

6 月 10 日 

豊中町公民館 

気をつけよう、知れば防げる食中毒 

～食中毒菌の種類と予防方法～  

三豊市消費者友の

会・豊中いきいき

生活塾 

108 

8 月 26 日 

高瀬町農村環境改善センター 

地球にやさしい暮らし  

～ゴミと地球温暖化～  
一般 15 

10 月 13 日 

三豊合同庁舎 

インフルエンザの流行に備えて 

～新型インフルエンザは発生するのか～ 

観音寺消費者友の

会 
15 

11 月 5 日 

丸亀市岡田コミュニテイセンター 

インフルエンザの流行に備えて 

～新型インフルエンザは発生するのか～ 
長生大学（高齢者） 43 

11 月 12 日 

小豆島町西村公民館 

インフルエンザの流行に備えて 

～新型インフルエンザは発生するのか～ 

小豆島消費者友の

会 
20 

12 月 17 日 

中姫ふれあい会館 

インフルエンザの流行に備えて 

～新型インフルエンザは発生するのか～ 

中姫中央わいわい

サロン 
35 

2 月 12 日 

綾川町陶公民館 

地球にやさしい暮らし 

～ゴミと地球温暖化～ 
婦人会 51 

2 月 24 日 

香川県薬剤師会 

インフルエンザの流行に備えて 

～新型インフルエンザは発生するのか～ 

香川県研究薬剤師

会 
20 

3 月 4日 

直島町西部公民館 

気をつけよう、知れば防げる食中毒 

～食中毒菌の種類と予防方法～ 
高齢者・婦人会 30 

合    計 379 

平成 21 年度 くらしのセミナー（香川県消費生活センター）等 

 

２ 研修会 

（平成 21年度） 

開催日 研修名等 対象者 人員 

5 月 25 日～29日 新型インフルエンザ PCR 研修 保健福祉事務所等 3 

7 月 7日～9日 インターンシップ（就業体験） 高松工芸高校工業化学科 2 

7 月 23 日～24日 インターンシップ（就業体験） 三木高校 1 

7 月 24 日 
環境汚染物質学習会  
｢ダイオキシン類の測定技術について｣ 

坂出工業高校 
高松工芸高校 

10 
 6 

8 月 31 日 
～9月 11 日 

インターンシップ（就業体験） 高知工科大学 1 

1 月 12 日～22日 環境・食品検査学臨地実習 
香川県立保健医療大学 
3 年次生 

21 

– 26 –

香川県環境保健研究センター所報　第 9 号（2010）

– 27 –



３ 研究発表会 

第８回 かがわ環保研フォーラム調査研究発表会（平成 22年３月 10日） 
                                     （平成 21年度） 

研究テーマ 発表者 人員 

産業保安行政からの環境保全 秀石 修二 

豊島廃棄物等処理事業にかかわって 山本 務 

私の所報作成における統計資料等の活用について 小島 俊男 

備讃地域陸海域の水・栄養塩動態解明 -高瀬川における水質特性調査- 冠野 禎男 

水景施設におけるレジオネラ属菌の分子疫学的解析 内田 順子 

香川県におけるヨウ素の摂取量について（第２報） 安永 恵 

62 

 

対象者：県内の試験研究機関・保健所関係・市町関係・企業等 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

備讃地域陸海域の水・栄養塩動態解明 -高瀬川における水質特性調査- 

パンフレット：「水と栄養塩の動きを探り、農業に役立てる」 
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Ⅵ 学会・論文等の報告 
１ 学会 

   （平成 21年度） 

開催日 演    題 発表者 学 会 名 開催地 

4月 11日 
香川県域における日本紅斑熱の侵淫状況に

ついて 
薦田 博也 

2009年日本皮膚科学会 

第 45回香川地方会 
高松市 

10月30日 
ニッポンバラタナゴ Rhodeus ocellatus 

kurumeusの遺伝子解析 
吉田 美紀 

第 36回環境保全・公害防止研

究発表会 
富山県 

2月 5日 
香川県における日常食品中の無機元素の摂

取量について 
氏家あけみ 第 55回四国公衆衛生学会 高知市 

2月 5日 
香川県における日常食品中のヨウ素の摂取

量について（第２報） 
安永 恵 第 55回四国公衆衛生学会 高知市 

 

[演題要旨] 

香川県域における日本紅斑熱の侵淫状況について（四国４県連携事業） 

保健科学部門 微生物担当 薦田 博也 

 

平成 20 年度調査により，県下の愛玩動物での R.japonica 抗体保有率は 36.1%を有し，患者発生の可能性が示唆

された。 

 目  的：平成 20年度四国４県連携事業として香川県下の各種動物における日本紅斑熱抗体保有調査を実施した。 

検査材料：香川県下の飼い犬122頭，飼い猫２頭の血清を用いた。 

検査方法：間接蛍光抗体法（IF法）にて実施した。 

結  果：飼い犬122検体中44検体，飼い猫２検体中２検体の陽性を確認した。 

考  察：結果より香川県下全域に本症が浸淫している可能性が示唆され，日本紅斑熱予防啓発用ポスターを作成，

配布した。 

2009年日本皮膚科学会 第 45回香川地方会 

（平成 21年４月 11日 高松市） 
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[演題要旨] 

ニッポンバラタナゴ Rhodeus ocellatus kurumeusの遺伝子解析 

環境科学部門 水質担当 吉田 美紀 

 

現在，ニッポンバラタナゴ Rhodeus ocellatus kurumeusは，絶滅危惧ⅠA類に指定される希少淡水魚で，香川県

は重要な生息地のひとつである。香川県では，平成 17年7月，香川県希少野生生物の保護に関する条例が制定され，

ニッポンバラタナゴを含む８種の動植物が指定希少野生生物に定められた。（平成 18年 5月） 

 ニッポンバラタナゴの保護対策を実施するためには，交雑のおそれがある亜種タイリクバラタナゴ Rhodeus 

ocellatus ocellatusとの判別が不可欠であるが，両亜種の外見による区別は困難である。このため，香川大学の協

力を得て，遺伝子解析により両亜種を簡便に判別する方法の開発などに取り組んでおり，本報告では 2007年度に採

捕されたバラタナゴについて，遺伝子解析による亜種同定を行った。 

 個体群別 PCR-RFLP分析において，38個体中５個体がタイリクバラタナゴ型の mtDNAを持っていた。残り 33個体

の mtDNAはニッポンバラタナゴ香川型であった。また，ニッポンバラタナゴ香川型 33個体のうち，11個体は A型ハ

プロタイプ，22個体は B型ハプロタイプであった。 

 マイクロサテライト（RC236）分析において，タイリクバラタナゴ型の mtDNA を持つと判断された５個体のうち，

新川流域水路で採捕された１個体は，非ニッポンバラタナゴ型アレルとニッポンバラタナゴ香川型アレルをもつヘ

テロ個体であり，両亜種の雑種個体であると推定された。 

第 36回環境保全・公害防止研究発表会 

（平成 21年 10月 30日 富山市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[演題要旨] 

香川県における日常食品中の無機元素の摂取量について 

保健科学部門 生活科学担当 氏家 あけみ 

 

1977年から国立医薬品食品衛生研究所を中心として 10数箇所の地方衛生研究所が参加して「日常食中の汚染物質摂

取量調査」が実施されてきており，1985 年より国立医薬品食品衛生研究所と協力し，国民栄養調査に基づくマーケッ

トバスケット方式により，各種無機元素の摂取量を調査してきた。 

2004年より調製食品群の内容が組み変わり，2003年以前の摂取量と以後の摂取量の変化や構成食品の差による摂取

量を比較解析した。また、ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネシウム，鉄について解析した結果，食品群の

寄与率の変化が見られたが，無機元素の摂取量は，2003 年以前とほぼ同様であり，経年的な変化も少ないことが判明

した。また，構成食品の差による摂取量は構成食品の種類により大きな差が見られた。 

第 55回四国公衆衛生学会 

（平成 22年２月５日 高知市） 
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[演題要旨] 

香川県における日常食品中のヨウ素の摂取量について(第２報) 

保健科学部門 生活科学担当 安永 恵 

 

ヨウ素は人体に必須の無機元素で，欠乏すると甲状腺腫を引き起こすことは良く知られている。日本では，島国独

特の食習慣のため，通常不足することはなく，過剰摂取による甲状腺の機能障害が問題とされることが多い。 

香川県におけるヨウ素の摂取量を把握するために，「日常食中の汚染物摂取量調査」において調製した食品群別保

存試料を用いて調査を行ったところ，ヨウ素の１日摂取量は食事摂取基準における上限量 3mg/日よりも高いという

結果が得られた。調製試料を構成する食品の種類や産地，また調理行為により，ヨウ素の摂取量は大きく影響を受け

ることが判明した。日常食試料を用いて摂取量の調査を行う場合，対象とする成分によっては、試料の調整方法に摂

取量が大きく左右される可能性があるため，注意が必要である。 

第 55回四国公衆衛生学会 

（平成 22年２月５日 高知市） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 論文 

（平成 21年度） 

 

 

     表   題 著 者 雑 誌 名 

希少淡水魚ニッポンバラタナゴ保護の取組み 

－タイリクバラタナゴ混入個体群の池干しと捕獲による防

除の試み－ 

白井 康子 
水環境学会誌 第 32巻 第 12号 

(2009) 

バラタナゴ２亜種（ニッポンバラタナゴ及びタイリクバラタ

ナゴ）におけるマイクロサテライト座のサイズホモプラシー 
白井 康子 魚類学雑誌 第 56巻 第 2号(2009) 
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         Ⅶ 調査研究のテーマ        （平成 21 年度） 

【環境科学部門】 

（１）酸性雨陸水モニタリング調査 

酸性雨による中期的影響を把握するため，モニタリング調査の対象湖沼である永富池の水

質を継続的に収集解析している。 

（２）化学物質環境汚染実態調査 

化学物質審査規制法指定化学物質やＰＲＴＲ制度の候補物質，非意図的生成物質，環境リ

スク評価及び社会的要因から必要とされる物質等の環境残留状況を把握するため，高松港に

おける水質，底質，生物及び高松市内における大気中の汚染状況の実態調査を行った。 

（３）臭気指数による規制基準の導入に向けての検討 

県内の主な発生源及び特定悪臭物質による規制では十分な規制効果の見られない業種を対

象に，臭気測定法による臭気指数の実態調査を行い，臭気指数による規制基準を設定するた

めの基礎資料とする。 

（４）府中湖水質改善に関する研究 

府中湖の詳細な水質，底質，生物調査によって，水質悪化の原因を究明し，企業から募集

した浄化装置を導入して水環境の改善を図る研究を行った。 

（５）備讃地域陸海域の水・栄養塩動態解明 

備讃瀬戸地域を対象に陸域から海域まで，連続的に，水と窒素，りんなどの栄養塩の動態

を解明し，環境保全や水産資源の推進を目指した陸域側の水質コントロールを農業への水利

用技術の開発によって模索する共同研究を行なう。 

（６）干潟域の水質・底質等に関する研究 

干潟域を含めた浅海域について，その生態系や環境保全だけでなく，水産業の視点からも

その将来を考えることを目的とし，香川大学等との連携研究により総合的な分野横断型の研

究を実施する。 

（７）光化学オキシダント等の挙動解析に関する研究 

光化学オキシダントは，日本全国の多くの測定地点において，平均的な濃度の上昇や，汚

染地域の広域化が進んでおり，未解決の大気汚染問題となっている。光化学オキシダントの

挙動には，国外からの移流を含めて日本全体に影響を及ぼす要因と，地形や気象条件など地

域独自の要因，並びに発生源条件などがあり，国立環境研究所と共同で総合的な解析を進め

ている。 

（８）希少動物の遺伝的多様性保護に関する研究 

日本固有種のニッポンバラタナゴとタイリクバラタナゴは，外見からの識別は困難である

ことから，遺伝学的方法により両者の識別を行うことを目的として，マイクロサテライトマ

ーカーの開発等に取り組んでいる。 

（９）カンカケイニラの保護増殖に関する研究 

カンカケイニラは小豆島に生息する香川県固有種で，絶滅危惧Ⅰ類（香川県）に指定され

ている。本種の保護増殖を図るため，人工増殖栽培と移植に係る遺伝子レベルの解析調査を

行っている。 
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（10）ダイオキシン類簡易測定法に関する研究 

豊島処分地から放流される浸出水中のダイオキシン類濃度を迅速に予測する方法として，

水中の SS 濃度を用いた簡易測定法を継続して検討している。 

（11）中小食品製造業における汚泥減量化対策 

中小食品製造業を研究対象として，汚泥削減対策の最適化に係る調査並びに汚泥減量化技

術の検証実験を実施して，県内の中小食品製造企業に適する汚泥減量化対策を研究している。 

 

【保健科学部門】 

（１）食品中の有害物質の評価に関する研究（日常食品中の汚染物摂取量調査） 

日常食品中の汚染物質量を把握し，食品の安全性を確保することを目的とする。市販食品

を購入，調理後，分析し，汚染物質の濃度，摂取量を求め，一日摂取許容量(ADI）及び全国

標準レベルと比較する等解析した。金属，残留農薬，PCB 等を対象として調査を実施している。 

（２）食品添加物安全性評価等の試験検査（食品添加物一日摂取量調査） 

食品中の食品添加物量を把握し，食品の安全性を確保することを目的とする。市販加工食

品を購入，分析し，食品添加物の濃度，摂取量を求め，一日摂取許容量(ADI）及び全国標準

レベルと比較する等解析した。21 年度は，サッカリンナトリウムについて調査を実施した。 

（３）食の安全・安心確保のための研究(日常食品中の栄養素のモニタリングと解析) 

日常摂取している食品中の栄養素がどの程度含有されているかは食の安全性，健康を守る

ため重要である。これらの栄養素のうちヨウ素について，摂取量や香川県でのクレチン症な

どの発症率との関連を調査解析した。 

（４）麻疹感受性調査 

麻疹ワクチン接種効果を追跡するとともに，今後の流行の推定と予防接種計画の資料とす

るため麻疹に対する抗体保有状況の調査を実施した。 

（５）香川県域における日本紅斑熱の侵淫状況調査 

四国 4 県連携事業により，香川県域における日本紅斑熱病原体の浸淫状況を探るため，県

下の犬及び猫における本症病原体の抗体保有調査を実施した。 

（６）香川県におけるレジオネラ感染予防に関する研究 

レジオネラ症の感染源は問題となっている循環式ろ過式浴場や冷却塔水以外に公共施設の

修景水も感染危険性が考えられる。これらの県下での汚染状況を把握し，調査成績に基づい

た感染予防対策を構築し，患者発生の原因究明に迅速に対応できることを目的とし実施した。 

（７）広域における食品由来感染症に探知するために必要な情報に関する研究 

細菌等による汚染食品が原因となり，広域にわたる食品由来感染症が発生する危険性があ

り，各地で分離される原因となる病原体の遺伝子型別のデーターベース化が必要である。 

IS-purinting を用いてＰＣＲを行い，PFGE 法と迅速性，識別能力，疫学マーカーとしての

有効性などを比較する。 

（８）新型インフルエンザ対策について 

四国 4 県連携事業により，新型インフルエンザ対策について研究機関として何ができるか，

何を求められているのかを協議し，研究機関として情報を共有することにより，発生時の連

携，検査技術の向上に努める。 
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Ⅷ 研究テーマ外部評価委員会 
 

香川県では，限られた予算，人材，設備等の研究資源を有効に活用しながら，県内産業の競争力の

強化や県民生活の質の向上につながる実用的な研究を推進するとともに，研究機関の活性化を図るた

め，県立試験研究機関が行う試験研究テーマについて，外部の専門家等による外部評価を実施してい

ます。 

 

外部評価結果の概要  

１ 外部評価委員会の開催日時 

第 1日目（プレゼンテーション）平成 21 年 10月 1日 

第 2日目（総合評価）     平成 21 年 10月 23日 

 

２ 外部評価委員（五十音順）                    （平成 21 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 外部評価結果の概要 

 [事前評価] なし 

[中間評価] なし 

[事後評価] 研究テーマ ２題 

[追跡評価] なし 

 

 

＜研究テーマ＞ 

「食の安全・安心確保のための研究 －香川県におけるヨウ素のモニタリングと解析－」 

＜研究概要＞ 

国立医薬品食品衛生研究所との協力研究として，国民栄養調査に基づくマーケットバスケット方式

により各種汚染物質等の摂取量を調査しており，この研究に付随して，日常摂取している食品からの

ヨウ素の摂取量調査を行った。ヨウ素は特定の食品に偏在するため，ヨウ素摂取量の寄与率の大きい

８群（その他の野菜，海草類，きのこ類）について，構成する食品の種類による摂取量の違いを比較

氏 名 職 名 等 備 考 

田島 茂行 国立大学法人香川大学 理事兼副学長 委員長 

新見 治 国立大学法人香川大学 教育学部 教授 委員長職務代行 

石塚 正秀 国立大学法人香川大学 工学部 准教授  

坂野 正 ㈱四電技術コンサルタント 常務取締役技術本部長  

関田 節子 徳島文理大学香川校 薬学部 教授  

高原 孝一郎 ㈱加ト吉 顧問  

中山 幸子 ㈳香川県薬剤師会 副会長  

福家 功 ㈶阪大微生物病研究会観音寺研究所 品質管理部長  

南 純三朗 香川県立保健医療大学 教授  

吉田 一代 香川の水辺を考える会代表  
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検討した。更に，海草類や，海産物に由来する調味料について個別に調査し，種類や産地等が摂取量

に及ぼす影響を検証した。 

また，ヨウ素の過剰摂取が発症率や偽陽性例の増加に影響しているのではないかと疑われているク

レチン症について，地域別の海草類の摂取状況から，ヨウ素摂取量を推定し，発症率の地域差との関

連について調査解析した。 

 

 

＜研究テーマ＞ 

「香川県におけるレジオネラ感染予防に関する研究」 

＜研究概要＞ 

大型水景施設を対象として施設管理者のレジオネラ症に対する知識の高揚を図るためにレジオネラ

属菌汚染実態調査を実施した。調査は，レジオネラ属菌の生息状況及び増殖性に関与する各影響因子

等を解析することにより，本菌検出施設に対しては菌数低減化について，未検出施設は継続維持につ

いて助言を行うと共に，今後の感染防止対策の基礎資料が得られた。更に，検出菌株は遺伝子多型解

析し，感染例発生時の分子疫学指標としての有効性を検証した。 
 
 

（平成 21 年度） 

事後評価 研究テーマ名 研究期間 評価 

食の安全・安心確保のための研究  

－香川県におけるヨウ素のモニタリングと解析－ 
平成19年度～平成21年度 Ａ 

香川県におけるレジオネラ感染予防に関する研究 平成18年度～平成20年度 Ａ 

○評価基準  Ａ：研究の成果を活用する 
                   Ｂ：得られた成果をもとに引き続き研究を行う 
                   Ｃ：期待どおりの成果が得られていない 
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Ⅸ その他 

 

平成 21 年度 知事ほう賞 受賞 

「新型インフルエンザ感染防止対策の功績」 

 

保健科学部門 微生物担当 

三木 一男，薦田 博也，宮本 孝子，有塚 真弓，多田 芽生 

 

＜業績の内容＞ 

環境保健研究センターは，県下で唯一の新型インフルエンザウイルスの確定検査機関に位置付けら

れており，発見当初から情報が錯綜する中，担当職員は，正確な情報収集に努めるとともに，直ちに

検査体制を整備し，24時間体制で臨んだ。 

香川県においても，4 月 27 日から感染の疑い例の全数について検査を開始したが，新型インフル

エンザウイルスは 6 月 21 日に輸入例として初発検出され，以後，県域で集団発生事例が散見され始

め，県下全域に波及していった。 

今回，実施した検査総数は 348 件，4項目 1,392 件で，検体処理は昼夜を問わず，早朝まで及ぶこ

とが幾度かあり，迅速に感染 270 例を確定診断するなど，感染症サーベイランスを迅速，正確に実施

した。また，期間中に県下唯一のウイルス感染症専門機関として，保健所等で対応困難な医療機関，

県民等からの相次ぐ相談などに対して，ウイルス学的見地から的確な対応を行った。 

このように，上記職員は，今回の新型インフルエンザの出現事例において，感染対策の根源となる

検査結果を迅速に提供するとともに，適時，疫学解析結果を各関係機関に情報発信し，感染防止対策

に多大な貢献をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアルタイム PCR 
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